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撫
川
の
う
た
（
第
二
集
）
庭
斎
前
号
（
第
三
十
五
号
）
の
「
撫
川
の
う
た
」
で
編
集
上
の
都
合
で
割
愛
し
た
も
の
を
拾
い
上
げ
、
そ
の
後
の
作
品
を
加
え
て
、
第
二
集
と
す
る
。
こ
の
度
は
表
記
上
、
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
狂
歌
の
分
か
ち
書
き
を
止
め
、
俳
句
と
川
柳
は
一
行
一
句
と
し
、
短
歌
と
狂
歌
は
二
行
一
首
と
す
る
。
そ
の
他
の
短
詩
は
筆
者
の
考
え
で
改
行
を
行
う
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
詞
書
（
前
書
き
）
と
註
を
添
え
る
。
解
釈
の
助
け
に
な
れ
ば
、
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
俳
句
は
「
十
七
文
字
」
で
表
す
季
節
の
う
た
で
あ
り
、
短
歌
は
多
様
な
話
題
に
詩
情
を
込
め
て
「
三
十
一
文
字
」
で
仕
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
川
柳
と
狂
歌
は
人
生
や
世
相
の
一
面
を
ア
イ
ロ
ニ
ー
・
ペ
イ
ソ
ス
・
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
切
り
取
る
。
戯
詩
は
文
字
通
り
戯
れ
の
詩
で
あ
る
。
題
を
付
け
た
諸
々
の
作
品
は
詩
の
箱
に
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
撫
川
（
な
つ
か
わ
）
は
筆
者
が
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
住
む
岡
山
市
西
郊
の
集
落
で
あ
り
、
庭
斎
（
て
い
さ
い
）
は
橋
内
武
の
雅
号
で
あ
る
。
（一）
創
作
－５３６－
一
、
俳
句朝
ぼ
ら
け
「
ア
サ
リ
・
シ
ジ
ミ
」
の
声
来
た
る
カ
ナ
メ
垣
烈
火
の
ご
と
く
新
葉
燃
え
母
の
日
え
み
贈
ら
れ
た
帽
子
の
下
に
母
の
微
笑
青
空
に
ケ
ヤ
キ
の
そ
よ
ぐ
五
月
晴
れ
ナ
ツ
ツ
バ
キ
一
日
花
の
い
さ
ぎ
よ
さ
（二）
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梅
雨
ど
き
に
せ
っ
せ
と
お
仕
事
ハ
マ
キ
ム
シ
万
博
公
園
の
日
本
庭
園
に
て
い
に
し
え
の
湧
き
水
受
け
て
ハ
ス
開
く
か
た
ず
仰
ぎ
見
る
花
火
の
宴
に
固
唾
呑
み
現
職
者
免
許
更
新
夏
稽
古
夏
休
み
縮
め
て
耐
え
る
熱
学
期
「
あ
っ
セ
ミ
だ
」
は
じ
ゃ
い
だ
声
に
飛
び
立
た
れ
（三）
撫川のうた（第二集）
－５３４－
シ
ャ
ボ
ン
玉
「
と
ん
だ
と
ん
だ
」
と
お
ち
ょ
ぼ
口
子
ら
囲
む
線
香
花
火
ち
り
ち
り
と
「
水
く
れ
」
と
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
声
な
お
聞
こ
ゆ
鳴
り
ひ
び
け
長
崎
の
鐘
と
こ
し
え
に
米
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
の
非
公
式
記
録
ト
ラ
ン
ク
に
詰
め
た
ピ
カ
ド
ン
い
ま
開
く
水
打
ち
に
熱
射
道
路
が
湯
気
を
出
し
（四）
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夕
立
の
あ
と
の
静
け
さ
蜘
蛛
一
つ
か
き
氷
染
み
て
歯
医
者
に
駆
け
り
込
む
釘
食
べ
て
元
気
に
な
れ
よ
ソ
テ
ツ
君
額
を
出
た
睡
蓮
の
花
い
ま
咲
き
て
（
註
一
）
大
原
美
術
館
も
和
泉
市
久
保
惣
美
術
館
も
モ
ネ
の
「
睡
蓮
」
を
収
蔵
、
館
内
の
庭
に
睡
蓮
が
咲
く
。
焦
げ
パ
ン
の
健
康
肌
で
夏
を
越
し
ヤ
ブ
ラ
ン
の
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
園
路
か
な
（五）
撫川のうた（第二集）
－５３２－
鳴
き
納
め
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
秋
彼
岸
草
む
ら
で
音
楽
会
か
夜
を
徹
し
ザ
ク
ロ
取
り
ほ
う
ば
っ
た
口
苦
さ
染
み
香
り
だ
け
そ
れ
で
も
花
か
キ
ン
モ
ク
セ
イ
い
や
ま
も
み
じ
井
山
紅
葉
ま
っ
か
に
染
む
る
吉
備
路
暮
れ
（
註
二
）
吉
備
路
の
西
方
に
あ
る
井
山
に
は
宝
福
寺
が
あ
り
、
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
。
夫
殺
し
死
体
遺
棄
事
件
寒
空
に
刻
ん
で
捨
て
る
家
族
骨
（六）
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い
つ
来
た
か
師
走
の
嵐
ど
こ
ぞ
吹
く
二
、
短
歌峠
越
え
山
峡
の
径
と
ぼ
と
ぼ
と
日
暮
れ
て
着
き
し
宿
の
ぬ
く
も
り
（
註
三
）
か
つ
て
投
宿
し
た
秋
山
郷
・
和
山
温
泉
を
思
い
出
し
て
詠
む
。
「
こ
の
道
」
も
「
浜
辺
の
歌
」
も
遠
く
な
り
流
行
り
唄
の
み
口
ず
さ
む
子
ら
地
中
美
術
館
地
中
よ
り
光
の
ア
ー
ト
仰
ぎ
見
ゆ
お
っ
と
び
っ
く
り
不
思
議
な
仕
掛
け
な
お
し
ま
（
註
四
）
地
中
美
術
館
は
香
川
県
直
島
に
あ
る
。
設
計
は
安
藤
忠
雄
。
二
〇
〇
四
年
開
館
。
（七）
撫川のうた（第二集）
－５３０－
ポ
ン
ポ
ン
と
エ
ン
ジ
ン
か
か
る
渡
し
船
桟
橋
に
着
く
人
・
魚
・
物
犬
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
精
錬
所
」
ア
ー
ト
の
島
に
よ
み
が
え
り
産
業
遺
産
と
び
ら
を
ひ
ら
く
（
註
五
）
犬
島
は
岡
山
市
の
離
島
。
銅
精
錬
所
跡
が
再
開
発
に
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
に
な
っ
た
。
絵
手
紙
や
蕪
村
・
大
雅
を
範
と
し
て
い
ち
ご
の
絵
に
「
一
期
一
会
」
添
え
（
註
六
）
絵
手
紙
の
源
流
に
文
人
画
が
あ
る
と
判
断
し
、
与
謝
蕪
村
・
池
大
雅
を
引
い
た
の
で
あ
る
。
原
爆
を
忘
れ
た
頃
に
白
血
病
ヒ
バ
ク
二
世
の
恨
み
は
消
え
ず
（八）
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さ
ざ
な
み
の
友
禅
流
し
景
に
し
て
友
琳
の
庭
ふ
る
さ
と
に
帰
す
（
註
七
）
友
琳
の
庭
は
重
森
三
玲
作
庭
の
池
泉
式
庭
園
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
の
こ
と
、
岡
山
県
吉
備
中
央
町
の
町
役
場
中
庭
に
岩
本
敏
男
ら
に
よ
っ
て
京
都
か
ら
移
築
さ
れ
た
。
友
琳
は
友
禅
斎
と
尾
形
光
琳
を
指
す
。
い
わ
く
ら
青
山
に
磐
座
光
る
石
像
寺
「
四
神
相
応
」
庭
の
彩
り
（
註
八
）
四
神
相
応
の
庭
も
重
森
三
玲
の
作
。
四
神
と
は
、
道
教
に
由
来
す
る
青
龍
・
白
虎
・
朱
雀
・
玄
武
と
い
う
土
地
（
方
位
）
を
守
護
す
る
神
。
石
像
寺
は
兵
庫
県
丹
波
市
市
島
町
中
竹
田
に
あ
る
。
庭
作
り
主
題
で
勝
負
三
玲
流
「
永
遠
の
モ
ダ
ン
」
景
石
に
組
み
（
註
九
）
重
森
三
玲
（1896
〜1975
）
は
「
友
琳
の
庭
」・「
四
神
相
応
の
庭
」
と
い
う
よ
う
に
主
題
を
決
め
、
意
匠
を
描
き
、
そ
の
上
で
作
庭
に
か
か
っ
た
。
漫
然
と
石
を
組
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
（九）
撫川のうた（第二集）
－５２８－
盆
棚
に
花
と
お
供
え
待
つ
ほ
ど
に
迎
え
火
を
見
て
い
ま
お
帰
り
じ
ゃ
香
る
葉
に
誘
わ
れ
て
来
し
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う
羽
艶
や
か
に
男
泣
き
「
ち
ょ
う
気
持
ち
い
い
」
世
界
新
記
録
破
り
の
二
冠
達
成
！
（
註
十
）
北
京
五
輪
で
活
躍
し
た
水
泳
の
北
島
康
介
選
手
の
こ
と
。
三
十
年
心
の
吾
子
は
十
三
歳
い
つ
か
帰
る
と
固
く
信
じ
て
（
註
十
一
）
拉
致
被
害
者
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
を
想
う
家
族
の
気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
。
（十）
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ア
フ
ガ
ン
の
大
地
耕
せ
実
ら
せ
よ
和
也
の
志
継
ぐ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
（
註
十
二
）
和
也
と
は
、
二
〇
〇
八
年
八
月
凶
弾
に
倒
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
伊
藤
和
也
さ
ん
（
享
年
三
十
一
歳
）
の
こ
と
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
所
狭
し
と
咲
き
み
だ
れ
清
ら
か
な
風
香
り
を
は
こ
ぶ
波
形
の
青
長
石
の
冷
た
さ
よ
渚
を
想
い
素
足
で
渡
る
（
註
十
三
）
念
願
の
波
形
沓
脱
石
を
自
庭
に
入
れ
た
と
き
に
詠
ん
だ
も
の
。
潤
吉
の
風
景
は
い
ず
こ
に
あ
り
や
麓
の
村
に
萱
葺
き
の
家
（
註
十
四
）
向
井
潤
吉
（1901
〜1995
）
は
、
戦
後
復
興
と
高
度
成
長
の
時
期
に
日
本
各
地
で
萱
葺
き
屋
根
の
あ
る
風
景
を
描
き
続
け
た
。
六
百
六
十
余
点
の
作
品
が
世
田
谷
美
術
館
分
館
・
向
井
潤
吉
ア
ト
リ
エ
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（十一）
撫川のうた（第二集）
－５２６－
みと
う
秋
気
澄
む
三
頭
に
登
り
富
士
遠
望
渓
流
注
ぐ
蛇
の
湯
で
乾
杯
（
註
十
五
）
三
頭
山
は
奥
多
摩
の
山
、
標
高
千
五
百
二
十
七
・
五
メ
ー
ト
ル
。
奥
多
摩
・
秩
父
・
富
士
・
丹
沢
の
山
々
が
遠
望
で
き
る
。
蛇
の
湯
は
秋
川
源
流
に
近
い
桧
原
村
数
馬
に
あ
る
秘
湯
。
兜
造
り
の
一
軒
宿
。
歌
声
喫
茶
声
合
わ
せ
高
ら
か
に
歌
響
か
せ
よ
青
春
の
日
々
い
ま
よ
み
が
え
る
（
註
十
六
）
倉
敷
市
玉
島
で
は
、
新
宿
の
「
と
も
し
び
」
の
協
力
を
得
て
、
歌
声
運
動
が
復
活
。
三
、
川
柳
き
ょ
う
さ
く
キ
ム
チ
と
は
警
策
の
こ
と
か
と
沢
庵
言
い
（
註
十
七
）
警
策
と
は
座
禅
の
と
き
惰
気
・
眠
気
を
覚
ま
さ
せ
る
た
め
に
打
つ
棒
の
こ
と
。
橋
内
武
著
『
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入
門
』（
研
究
社
、
一
九
九
五
、
一
〇
二
頁
）
よ
り
転
載
。
（十二）
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こ
の
あ
ん
ご
う
捨
て
た
ら
あ
缶
燃
え
ぬ
ご
み
（
註
十
八
）「
あ
ん
ご
う
」
は
岡
山
弁
で
ア
ホ
・
バ
カ
の
こ
と
を
い
う
。
落
と
し
も
の
拾
っ
て
歩
く
ポ
チ
の
パ
パ
雁
の
パ
パ
独
り
精
出
し
子
の
た
め
に
（
註
十
九
）「
雁
の
パ
パ
」
は
朝
鮮
語
の
キ
ロ
ギ
ア
ッ
パ
の
こ
と
。
海
外
に
留
学
中
の
子
ど
も
の
た
め
に
独
り
家
に
残
っ
て
働
き
、
仕
送
り
を
し
、
長
期
休
暇
に
飛
ん
で
会
い
に
行
く
韓
国
人
の
お
父
さ
ん
。
本
の
虫
ど
こ
か
に
消
え
て
ケ
イ
タ
イ
魔
独
身
さ
ん
、
婚
活
せ
ず
に
出
会
い
な
し
（十三）
撫川のうた（第二集）
－５２４－
な
ぜ
身
投
げ
タ
ミ
フ
ル
呑
ん
で
気
分
は
ハ
イ
葬
式
も
墓
も
い
ら
ぬ
か
ミ
ケ
消
え
て
燃
料
高
騰
を
受
け
て
漁
師
た
ち
「
も
う
イ
カ
な
い
」
と
気
勢
上
げ
内
閣
改
造
傾
い
た
福
田
商
店
模
様
替
え
自
民
党
幹
事
長
人
事
あ
そ
う
な
の
福
ち
ゃ
ん
担
ぎ
つ
ぎ
は
俺
（十四）
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バ
カ
ボ
ン
と
お
そ
松
残
し
フ
ジ
オ
シ
ェ
ー
（
註
二
十
）
フ
ジ
オ
は
漫
画
家
・
赤
塚
不
二
夫
（1935
〜2008
）
の
こ
と
。
中
国
産
農
薬
入
り
食
品
見
え
ぬ
よ
う
臭
い
餃
子
に
蓋
し
た
か
威
信
か
け
平
和
五
輪
に
防
衛
隊
開
宴
に
突
如
ド
ン
パ
チ
水
を
さ
し
（
註
二
十
一
）
開
宴
は
北
京
五
輪
開
会
式
、
ド
ン
パ
チ
は
グ
ル
ジ
ア
北
部
で
起
き
た
紛
争
を
指
す
。
星
野
ジ
ャ
パ
ン
北
京
五
輪
の
ふ
が
い
な
さ
（十五）
撫川のうた（第二集）
－５２２－
落
書
き
屋
キ
ャ
ン
バ
ス
求
め
ど
こ
ま
で
も
再
生
紙
も
ど
き
用
紙
で
エ
コ
を
売
り
関
取
の
大
麻
汚
染
で
国
技
ペ
ケ
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
展
お
美
少
女
の
ま
な
ざ
し
引
か
れ
男
の
子
来
る
ネ
ッ
ト
見
て
マ
ウ
ス
の
走
る
パ
ッ
ト
か
な
電
子
化
で
「
誤
植
」
の
意
味
が
な
ぞ
と
な
り
（十六）
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松
下
が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
か
幸
之
助
Ｍ
印
ロ
ー
カ
ル
食
を
忘
れ
さ
せ
（
註
二
十
二
）
Ｍ
印
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
の
ハ
ン
バ
ー
グ
）
を
指
す
。
い
い
の
か
な
事
故
米
流
し
い
い
も
う
け
め
ち
ゃ
君
や
め
ち
ゃ
食
い
す
る
な
め
ち
ゃ
飲
む
な
米
株
の
大
火
事
止
ま
ず
火
の
粉
消
し
ビ
フ
テ
キ
も
ホ
ル
モ
ン
も
い
っ
し
ょ
腹
の
中
（十七）
撫川のうた（第二集）
－５２０－
タ
ベ
ル
ナ
で
「
め
し
食
っ
た
か
」
と
聞
き
返
し
（
註
二
十
三
）
タ
ベ
ル
ナ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
食
堂
の
こ
と
。
カ
ラ
ス
君
ご
馳
走
あ
る
か
ゴ
ミ
の
中
大
臣
は
回
転
寿
司
か
去
れ
ば
来
る
（
註
二
十
四
）
任
命
さ
れ
て
間
も
な
い
大
臣
が
辞
め
て
、
次
の
大
臣
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
を
喩
え
て
。
の
ぞ
み
号
動
く
オ
フ
ィ
ス
で
キ
ー
た
た
き
ロ
ス
疑
惑
二
十
七
年
自
死
で
幕
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
か
ぼ
ち
ゃ
祭
か
と
八
百
屋
聞
き
（十八）
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思
い
出
の
逸
品
増
え
て
我
楽
多
に
門
前
で
テ
ン
プ
ラ
学
生
ノ
ー
ト
売
り
ク
モ
の
巣
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
タ
コ
か
か
り
（
註
二
十
五
）「
ク
モ
の
巣
」
と
は
街
の
視
界
を
遮
る
電
線
の
形
容
。
タ
コ
は
蛸
で
な
く
凧
で
あ
る
。
お
い
ら
ん
花
魁
の
花
か
ん
ざ
し
か
ウ
バ
メ
ガ
シ
四
、
狂
歌
と
戯
詩
チ
ボ
リ
園
す
っ
た
も
ん
だ
の
十
一
年
バ
ラ
色
の
夢
消
え
草
ぼ
う
ぼ
う
（
註
二
十
六
）「
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
」
は
、
一
九
九
七
年
に
開
園
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
末
に
閉
園
。
（十九）
撫川のうた（第二集）
－５１８－
ハ
ノ
イ
市
幹
部
汚
職
受
注
に
は
も
っ
と
も
っ
と
の
袖
の
下
い
ず
こ
も
同
じ
お
上
の
腐
敗
あ
り
が
た
や
健
康
教
の
お
ま
じ
な
い
元
気
の
も
と
は
ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ー
ス
掃
だ
め
に
松
豪
邸
に
ポ
ン
コ
ツ
車
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
永
田
町
の
落
日
―
―
封
切
館
（二十）
桃山学院大学人間科学 No. 36
－５１７－
立行司は横綱を裁く
法 る
府 く
は る
法 寿
を 司
作 来
るりも照らせば光る
百
科
事
典
は
で
っ
か
い
本
や
新
書
・
文
庫
は
ち
っ
こ
い
本
や
―
―
図
書
館
見
学
「
春
は
ぼ
た
も
ち
、
秋
に
は
お
は
ぎ
」
と
は
い
か
に
「
明
け
の
明
星
・
宵
の
明
星
」
と
い
う
が
ご
と
し
花
よ
り
ダ
ン
ゴ
菊
よ
り
お
は
ぎ
仏
様
よ
り
生
き
仏
（二十一）
撫川のうた（第二集）
－５１６－
五
、
詩
紅
茶
人
生
一
杯
の
紅
茶
に
人
生
を
!
け
る
楽
し
哉世
襲
総
理
続
々
登
場
世
襲
総
理
小
泉
劇
場
華
や
か
に
坊
ち
ゃ
ま
の
国
美
し
く
福
ち
ゃ
ん
政
治
他
人
事
舌
に
毒
あ
り
麻
生
節
家
業
は
国
の
ま
つ
り
ご
と
（二十二）
桃山学院大学人間科学 No. 36
－５１５－
疎
開
先
再
訪
半
世
紀
有
余
の
年
月
を
経
て
栃
木
の
疎
開
先
を
訪
ね
た
そ
こ
に
は
母
か
ら
の
花
柄
の
き
も
の
と
復
員
し
た
父
か
ら
の
毛
布
が
あ
っ
た
こ
ぶ
つ
き
で
置
か
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
に
差
し
上
げ
た
も
の
だ
食
う
こ
と
で
精
一
杯
の
時
代
が
押
し
入
れ
の
奥
か
ら
ま
ぶ
し
そ
う
に
現
れ
た
過
ぎ
去
り
し
わ
が
家
の
記
憶
で
あ
る
（二十三）
撫川のうた（第二集）
－５１４－
問
題
と
と
も
に
私
た
ち
は
日
々
問
題
に
直
面
す
る
問
題
を
解
決
す
れ
ば
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
だ
か
ら
、
人
は
常
に
問
題
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
く
の
だ
（二十四）
桃山学院大学人間科学 No. 36
－５１３－
